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平成３０年３月相模原市教育委員会臨時会 

 

○日  時 平成３０年３月１３日（火）午後７時００分から午後９時２５分まで 

○場  所 相模原市役所 教育委員会室 

○日  程 

１．開  会 

２．会議録署名者の決定 

３．議  事 

日程第 １（議案第１９号） 平成２９年度相模原市教育委員会の所掌に係る予算の 

補正（第８号）について（教育環境部） 

日程第 ２（議案第２０号） 相模原市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部

を改正する規則について（教育局） 

日程第 ３（議案第２１号） 相模原市立小学校及び中学校教職員の人事について 

（学校教育部） 

日程第 ４（議案第２２号） 相模原市教育委員会職員の人事について（教育局） 

日程第 ５（議案第２３号） 公文書非公開（不存在）決定処分に係る審査請求に 

対する裁決について（教育局） 

日程第 ６（議案第２４号） 公文書非公開（不存在）決定処分に係る審査請求に 

対する裁決について（学校教育部） 

日程第 ７（議案第２５号） 公文書非公開（不存在）決定処分に係る審査請求に 

対する裁決について（生涯学習部） 

４．報告案件 

１ 監査の結果報告について（教育総務室） 

２ 専決処分の報告について（文化財保護課） 

 

○出席者（５名） 

教 育 長  野 村 謙 一 

教育長職務代理者  永 井   博 

委 員  大 山 宜 秀 

委 員  永 井 廣 子 
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委 員  平 岩 夏 木 

 

○説明のために出席した者 

教 育 局 長  笹 野 章 央  教 育 環 境 部 長  渡 邉 志寿代 
 
学 校 教 育 部 長  奥 村   仁  生 涯 学 習 部 長  長谷川   伸 
 
教 育 局 参 事 兼  大 用   靖  教育総務室担当課長  岡 本 達 彦 
教 育 総 務 室 長           （人事給与班）          
 
教育総務室担当課長  江 野   学  教育総務室副主幹  杉 本   剛 
（総務企画班）                             
 
教育総務室主査  永 澤 祥 代  教 育 局 参 事 兼  齋 藤 嘉 一 
                   総合学習センター所長          
 
教育環境部参事兼  荒 井 哲 也  教育環境部参事兼  杉 野 孝 幸 
学 校 保 健 課 長           学 校 施 設 課 長          
 
学校施設課担当課長  小 杉 雅 彦  学 校 教 育 課 長  松 田 知 子 
                                     
 
学校教育部参事兼  佐々木   隆  教職員人事課担当課長  農 上 勝 也 
教職員人事課長           （ 人 事 班 ）          
 
教職員人事課担当課長  菊 池 政 弘  相模川自然の村野外体験教室所長  宮 坂 賀 則 
（ 企 画 班 ）                             
 
青少年相談センター所長  沢 辺 雅 子  生涯学習部参事兼  藤 田 知 正 
                   生 涯 学 習 課 長          
 
生涯学習部参事兼  佐 藤 正 五  スポーツ課担当課長  喜多村 猛 司 
文化財保護課長                             

                            
 

○事務局職員出席者 

教育総務室主任  島 崎 順 崇  教育総務室主任  齋 藤 竜 太 
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午後７時００分 開会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□開   会 

◎野村教育長 ただいまから、相模原市教育委員会３月臨時会を開会いたします。 

  本日の出席は５名で、定足数に達しております。 

  本日の会議録署名につきましては、永井廣子委員と平岩委員を指名いたします。 

  はじめに、お諮りをいたします。 

  本日の会議の日程１から２まで、並びに報告案件１及び２については、公開の会議とし、

日程３から７までについては、個人情報が含まれる内容ですので、公開しない会議として

取り扱うことで、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎野村教育長 ご異議ございませんので、本日の会議は、日程１から２まで並びに報告案件

１及び２については、公開の会議とし、日程３から７までについては、公開しない会議と

いたします。 

  なお、公開しない会議とする案件は、本定例会の最後に審議をすることといたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□平成２９年度相模原市教育委員会の所掌に係る予算の補正（第８号）について 

◎野村教育長 それでは、これより日程に入ります。 

  日程１、議案第１９号、平成２９年度相模原市教育委員会の所掌に係る予算の補正第８

号についてを議題といたします。事務局より説明いたします。 

○渡邉教育環境部長 議案第１９号につきまして、ご説明申し上げます。 

  本議案は、平成２９年度相模原市教育委員会の所掌に係る予算の補正について、相模原

市長から意見を求められたため、これに同意いたしたく提案するものでございます。 

  恐れ入りますが、平成２９年度相模原市一般会計補正予算書及び予算に関する説明書№

３の３ページをお開きいただきたいと存じます。また、あわせまして、資料の最終ページ

にございます参考資料の、平成２９年度３月補正予算№３の概要もご参照いただきたいと

存じます。 

  はじめに、全体の概要でございますが、３ページの第１条にございますように、歳入歳

出予算の総額、２，８８９億３，１００万円に歳入歳出それぞれ２６億９，８００万円を

追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，９１６億２，９００万円とするものでござい
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ます。 

  １４ページをご覧いただきたいと存じます。 

  「款５０ 教育費」の補正額は２２億９，３００万円の増額となっております。補正後

の一般会計予算全体に占める教育費の割合は、１５．２％となり、０．７ポイントの上昇

となります。 

  今回の補正予算につきましては、国の補正を受け、平成３０年度以降に実施予定であっ

た事業の一部を平成２９年度補正予算として編成し、あわせて繰越明許設定をするもので

ございます。 

  続きまして、教育委員会の所掌に係る補正予算の内容につきまして、ご説明申し上げま

す。はじめに、歳出について３０ページをご覧いただきたいと存じます。 

  下段の「款５０ 教育費」、「項１０ 小学校費」、「目２０ 学校建設費」でござい

ますが、説明欄の１、小学校校舎改造事業につきましては、田名北小学校ほか２校の校舎

改造事業の一部を実施する経費として４億２，４９０万円を増額するものでございます。 

  ２の小学校校舎等整備事業（１）空調設備整備事業につきましては、田名北小学校ほか

１８校の普通教室等に空調設備を設置するための経費として１７億２，７４０万円を増額

するものでございます。 

  ３２ページをご覧いただきたいと存じます。 

  「項１５ 中学校費」、「目２０ 学校建設費」でございますが、説明欄の１、中学校

校舎改造事業につきましては、弥栄中学校ほか１校の校舎改造事業の一部を実施する経費

として、１億４，０７０万円を増額するものでございます。 

  なお、ただいまご説明いたしました各事業につきましては、特定財源として国庫支出金

等を見込むものでございます。 

  次に、関連する繰越明許費補正につきまして、ご説明申し上げます。６ページにお戻り

いただきたいと存じます。 

  第２表 繰越明許費補正「款５０ 教育費」でございますが、国の補正を受けて行う校

舎改造事業、空調設備整備事業の繰越明許費を設定するものでございます。 

  ７ページをご覧いただきたいと存じます。 

  第３表、地方債補正につきまして、教育債、小学校整備費及び中学校整備費でございま

すが、事業の実施に伴い増額するものでございます。 

  以上で、議案第１９号、平成２９年度相模原市教育委員会の所掌に係る予算の補正につ
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いての説明を終わらせていただきます。よろしくご決定いただきますよう、お願い申し上

げます。 

◎野村教育長 説明が終わりました。質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 

  既に議会では当初予算等の審議、補正予算の一部の審議はもう始まっています。今日、

ご説明している案件については、３月２１日の議会に提出をする案件でございます。 

  以前、ご説明しましたように、昨年末から今年にかけて、国の方にいろいろな形で、特

に空調設備の整備を図るために、国の補正予算の獲得に動いた結果、ほぼ要求通りの補正

予算を獲得することができました。その内容が今、ご説明した案件でございまして、主に

空調整備等に使われるということになります。 

◎永井教育長職務代理者 ３１ページのところで、小学校の空調設備等という説明がありま

したけれども、いわゆる夏季休業短縮という話も聞いていますので、空調設備の進捗状況

が小学校、中学校、気になるところです。平成３０年度はどんな様子になるでしょうか。 

○杉野学校施設課長 今のご質問でございますけれども、平成２９年度末をもって、中学校

は全て導入済みになります。小学校は今年度末、４５校残っています。ここで補正の予

算の対象としたのは１９校ですので、平成３０年度末としましては、小学校２６校がま

だついていないという状況でございます。 

  この事業は、国庫補助金を伴って行う事業ということで、来年度以降、残る２６校につ

いても、教育長以下、鋭意努力をしていきたいと考えております。 

  以上です。 

◎野村教育長 他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎野村教育長 他に質疑、ご意見等がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第１９号、平成２９年度相模原市教育委員会の所掌に係る予算の補正、第８号につ

いてを原案どおり決するに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎野村教育長 ご異議ございませんので、議案第１９号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改正する規則について 

◎野村教育長 次に、日程２、議案第２０号、相模原市教育委員会事務局の組織等に関する

規則の一部を改正する規則についてを議題といたします。 
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  事務局より説明をいたします。 

○大用教育総務室長 議案第２０号、相模原市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一

部を改正する規則について、ご説明申し上げます。 

  本議案につきましては、教育委員会事務局の組織改編に伴う改正及び分掌事務の整備の

ほか所要の改正をいたしたく、相模原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規

則第２条第１項第７号の規定により提案するものでございます。 

  最初に組織改編の概要についてご説明申し上げます。議案第２０号、参考資料１をご覧

いただきたいと存じます。 

  今回の組織改編では、直面する様々な教育課題に対して、適切に対応する組織とするた

め、類似する各課の業務の統合や業務内容の精査により組織の再編を行い、諸機能の一元

化を図るとともに、教育委員会に期待される役割を踏まえまして、学校の支援を充実させ

るものでございます。 

  ２の主な組織改編の概要にございますとおり、大きなものといたしましては総合学習セ

ンターを教育センターと生涯学習センターに組織上分けること。学校教育課で所管してい

た事業改善等への助言は、教育センターへ移管すること。学校教育課で所管していた就学

相談は青少年相談センターへ移管することなどが主なものでございます。 

  組織の全体像につきましては、次のページにございます、Ａ３の教育委員会の機構図を

ご覧ください。 

  左側が平成２９年度の教育委員会現行の事務局の機構でございまして、右側が平成３０

年度からの新たな機構となり、網掛け部分が今回の改編で変更のあった組織でございます。 

  それでは、具体的な規則改正の内容についてご説明申し上げます。恐れいりますが、最

初の方にお戻りいただきまして、Ａ４の横長ホチキス止めをしてございます、議案第２０

号関係資料をご覧いただきたいと存じます。 

  改正する教育委員会事務局の組織等に関する規則と関連するその他規則の新旧対照表で

ございます。まず１ページをご覧ください。 

  左側が現行、右側が改正案でございます。まず、第４条では、教育局の組織と分掌事務

について定めております。学務課の分掌事務に（１２）として、岩本育英奨学基金の運用

管理に関すること。 

  １枚おめくりいただきまして、２ページ目では、学校施設課の分掌事務に（７）として

学校施設整備基金の運用管理に関することを追加する分掌事務の整理を行うものでござい
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ます。この学校施設整備基金につきましては、昨年１２月にこの基金の条例を制定したた

め、首長部局事務分掌にならい規則に規定するものでございます。 

  続いて、同じページの中段をご覧ください。 

  学校教育課の分掌事務についてございます。組織改編とあわせまして、教育センター及

び青少年相談センターとの事務移管による整理を行うもので、現行の（７）学習指導は教

育センターへ移管するため削除をいたします。就学相談に関することは青少年相談センタ

ーへ移管するため、改正案の（１１）に除く規程を追加するものでございます。そして、

現行の（１２）の就学指導委員会の規定につきましても、移管により削除するものでござ

います。また、新たな分掌事務といたしまして、改正案で（１２）といたしまして、学力

保障に関することなどを追加するものでございます。 

  続いて、３ページをご覧ください。 

  こちらが生涯学習課の分掌事務についてでございます。改正案で（１２）公民館及び津

久井生涯学習センターとの連絡調整、これに加えまして、組織改編で新たに所管すること

となる生涯学習センターを加えるものでございます。また、図書館や大野北公民館など、

生涯学習部内の複数の公共施設などが関連いたします、淵野辺駅南口の複合施設の整備の

検討及び調整に関することを新たに加えるものでございます。 

  次に、４ページ上段をご覧ください。 

  こちらは文化財保護課の分掌事務についてございます。 

  現行の（５）史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館に関することにつきましては、正規の

職員の配置により新たに後ほどご説明します、第９条として規定する学習館の分掌事務に

管理運営及び利用承認等の事務を移すものでございます。 

  次の第５条につきましては、教育機関としての総合学習センターについての規定でござ

いますが、この条につきましては、次の５ページにありますとおり、組織順に掲載する

ため、これを第６条とし、現行の第６条で定めていた学校給食センターの規定を第５条

とするものでございます。 

  続いて、５ページの中段をご覧ください。 

  現行の第５条に規定していた総合学習センターについての規定につきまして、組織改編

に伴い、同センターに教育センターと生涯学習センターを組織として置くことを規定す

るものでございます。 

  それから、改正案の第２項から６ページにございます第５項までは、それぞれの分掌事
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務と属する部署を規定するものでございます。教育センターにつきましては、学校教育

部に属し、生涯学習センターにつきましては、生涯学習課に属するものでございます。 

  次に、史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館へ、正規職員を配置いたします。このことか

ら分掌事務を新たに規定するものでございます。こちらも組織順に記載をするため改正

案の第９条に規定し、現行の第９条以降の条文につきましては、１条繰り下げるもので

ございます。 

  内容につきましては、他の教育機関に準じまして、学習館運営の調査研究に関すること

のほか、これまで文化財保護課で行っておりました、施設の利用承認など、学習館で直

接処理することができるよう、学習館の利用承認等利用に関することなど４項目を規定

するものでございます。第２項では、学習館は文化財保護課に属することを規定をいた

します。 

  次に、８ページをご覧ください。 

  こちらが青少年相談センターの分掌事務についてでございます。学校教育課から事務移

管をした規定の追加等でございます。現行の（４）の街頭指導に関することを改正案の

（６）とし、学校教育課が行う街頭指導の計画と実施についてを除く規程を追加するも

のでございます。また、新たに就学相談に関すること、相模原市就学指導委員会に関す

ることを追加するものでございます。 

  本文の改正箇所は以上でございますが、今回の組織改編による理由で、他の教育委員会

所管の規則の改正を本規則の附則において行うものでございます。附則の改正の条文は、

９ページ及び１０ページに記載されたとおりでございます。１１ページ以降には教育委

員会職員の職の設置等に関する規則、情報公開条例施行規則、個人情報保護条例施行規

則、小学校及び中学校公文書管理規則の新旧対照表をつけさせていただいております。

いずれの規則も組織規則の改正により、条文がずれることなどへ対応するための改正と

なっております。施行期日でございますが、平成３０年４月１日とするものでございま

す。 

  以上で、議案第２０号の説明を終わらせていただきます。よろしくご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

◎野村教育長 説明が終わりました。 

  組織の変更については、以前ご説明をさせていただいたと思いますが、もし不明な点等

があれば、それも含めて質問、ご意見ございましたら、お願いします。 
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◎大山委員 ８ページ、青少年相談センターに就学相談に関することを事務移管するという

ことなのですが、もともとこの２つの就学相談と就学指導委員会に関しては、支援教育の

ちょうど入口の部分に当たることで、今、関係部署とはいろいろ相談をしながら就学に至

る過程、道筋ができたところで、私自身は青少年相談センターに移管すること自体がどう

も理解できない。就学支援教育の入り口の部分をどうして移管するのかということと、例

えば、支援を必要とするお子さんが途中で出た場合などには、やはり学校教育課の方で、

従来どおり対応すると思うのです。 

  文部科学省で今年の秋以降、就学時に支援教育をする発達障害の早期発見ということで、

おそらく新しい事業が始まります。就学前検診でもってアンケート調査をやって、それで

もし疑いがある場合には、学校医ないしかかりつけ医に相談をして、就学に結びつけると

いうことも行われる、ちょうど国全体もそういう流れになっているところです。今、流れ

ができている段階でこれを移管すること自体にどういう意味付けがあるのか。どうも私に

は理解ができないということでございます。 

◎野村教育長 今のご質問について、考え方の説明をお願いいたします。 

○松田学校教育課長 就学相談につきましては、小学校への入学前の就学の相談、それから

既に小学校、中学校に上がってからの就学相談があり、いずれも所管としては学校教育課

で進めてまいりました。就学前においても、それから既に入っているお子さんについても、

青少年相談センターの指導主事、相談指導教室でのかかわり、あとはカウンセラーの方々

と必ず連携をしてまいりました。ここで組織を一緒にすることで、より情報の連携、それ

から入学してからの支援などが強化されるものと考えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 今の説明は、現在の就学相談においても、いろんな形で青少年相談センター

とのかかわりも大きく、そういう中で、青少年相談センターの中で就学相談を受けること

で、その部分は今まで以上に連携がとれるだろう、という説明です。 

  一方、大山委員からいただいたご意見は、支援教育との関係ですよね。今回の組織改編

によって、これまでより手薄になるような心配はないのか、ということでしょうか。 

◎大山委員 学校教育という中の支援教育を担当する大きな根幹の支援教育班という言葉が

組織図から消えていることがどうも理解できない。外から見て、組織図の中に支援教育と

いう言葉が出てきてもいいのではないのか。青少年相談センターの方に移管することで、

もちろん連続性がとれるのでしょうけど、以前出した、支援教育推進プランの中にあるマ
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ップの流れが変わってくるような印象を受けています。 

○奥村学校教育部長 まず、組織図の中から支援という言葉が消えているということに関し

ましては、本日の資料の中にある組織図の中を見ていただいた中で、学校教育部学校教育

課の中に新しくできる班の中に企画指導支援班ということで、教育委員会全体としての支

援教育の振興、施策の立案はこの班がリーダーシップをとって支援教育全体をリードする、

そのような役割がこの班にございます。 

  今まで教育支援班というところが、主に支援教育の核となり、中心となり一手に様々な

支援教育にかかわる施策を引き受けてきたところでございますが、それを１つのメリット

と考えますと、逆にデメリットいたしましては、１つの班に業務が偏り過ぎていたとも考

えられます。本来は、大山委員が今、おっしゃったように市の教育委員会、市の教育の柱

として、全ての指導主事が支援教育について語れないとならないと思いますし、大きな意

味で今回の組織改編が支援教育全体の推進を力強くできる、そのように考えております。 

  そういった意味で、学校教育課のこの企画指導支援班を中心に、青少年相談センターや

教育センターとも連携をしながら、支援教育全体を推進していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 今回の組織改編の一番大きいところは、やはり総合学習センターと学校教育

課、この辺の機能をより効率化して、目的に達成しする組織にしようということで、そう

いう中で今、学校教育部長からもご説明がありましたが、学校教育課が基本的に教育施策、

これの企画立案、こういったものを主体的にやっていきます。コミュニティースクールし

かり、学力の向上しかり、または小中一貫教育、それから支援教育、そもそもの施策のあ

り方、基本を学校教育課の方で担っていきます。 

  一方で、これまで学校教育課が担っていた研究事業のことでありますとか、総合学習セ

ンターと機能が少し重複していた事業の研究改善ですとか、そういった部分は今度の教育

センター、こちらに全て機能を移管をしようということで、それが一番大きい考え方です。

そういう中で、指導主事も組織が効率化することで、数人の指導主事を生み出して、それ

を現場の指導教諭等に配置するという考え方をとりました。大山委員からご質問があった、

就学相談の部分が学校教育課に移る、そういった変更も加えたということであります。 

  あとは、総合学習センターについては、これまで市民大学等の生涯学習機能も担ってい

たわけですが、これは切り離して公民館等を所掌をしている生涯学習部の生涯学習課の方

に移すいうことで、教育センターは学校教育に関する部分の仕事を担うという整理にした
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ところでございます。 

  何かご不明な点やご意見があれば遠慮なくどうぞ。 

◎永井教育長職務代理者 関係資料の２ページ、３ページ、学校教育課あたりのことですが、

左の表「現行」の方で（７）学習指導、アンダーラインが「改正案」ではなくなって、こ

れがまずどこに行ったのかというのと、右の方の（１２）学力保障に関することができま

したけれども、学校研究や、校内研究などをするのは、教育センターの所掌になるかと思

いますが、日々の授業みたいなところを充実させようとする機能はどこがどう受け持つの

か、お聞きしたいです。 

○奥村学校教育部長 日々の授業の指導に係ることは、教育センターが担当するようになり

ます。 

  以上でございます。 

◎永井教育長職務代理者 そうだとすると、例えば５ページに教育センターの分掌事務があ

りますが、これらの中で日々の普通の授業のことを何かアドバイスできるのでしょうか。 

  大きな研究にかかわるようなことを助言はできるのでしょうが、小学校の先生が別に特

に専門がないところで、国語の授業を何とかしたいとか、あるいはごく一般的な指導、助

言のようなことはどうするのかなと思いました。 

○奥村学校教育部長 書き表し方としては、６ページ上段、４行目の広い意味での教員の人

材養成ということに含まれるのかもしれませんけれども、日々の授業に係る指導も教育セ

ンターが対応していくようになります。 

  そのために、教育センターの新たな班には教科の専門性を持つ指導主事を配置したいと

考えておりますし、また新たな職として設置することになっております、指導教諭も教育

センターで所管をいたしまして、教職員の日々の授業づくり、そういったことに資するこ

とは教育センターで担っていく、そういったことでございます。 

  以上でございます。 

◎永井教育長職務代理者 言葉としてやっぱり授業改善だとか指導向上だとか、そういうの

に資するみたいな何か文言があった方がすっきりすると思います。 

  例えば、３ページ上段の（１２）学力保障に関すること、これはとてもわかりやすいで

すよ。施策的なことを含めて基礎基本を大事にするのだとわかります。学校が毎日積み上

げている授業について、その部分を誰がどこで指導をするのかなと思いました。 

◎野村教育長 わかりました。説明をお願いします。 
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○齋藤総合学習センター所長 学校教育部長がお話していたとおりなのですが、例えば５ペ

ージの（２）教職員の研修に関することでいきますと、やはりＯＪＴを進めていかなけれ

ばならないということで、各学校の状況に応じて指導主事が伺って授業参観の上、その後

協議をすることも考えられるところでございます。 

  学校教育課にありました学習指導という言葉を広く捉え、学校の先生方を支援させてい

ただくということで、トータルで考えさせていただきました。 

  また、６ページに行きますと、（６）教材の制作、収集ですとか、様々なところを絡め

て学校への支援を中心にやってまいりたいと考えております。また、教科の指導主事を研

究研修班に配置しますが、特別支援教育の部分はきちんと理解をした上で、特別支援学級

等の指導助言にも教科指導の指導主事が当たるというようなところで、取り組んでまいり

たいと考えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 職務代理者のご意見は、授業改善等に向き合う仕事のことについて、明確に

わかるような文言がないということですよね。 

◎永井教育長職務代理者 ですから、教育センターの分掌事務はとても大きいことなのです

よ。具体的なところで、例えば、中学のある教科の先生が指導主事に授業を見てもらいた

いとか、こんなことを今やっているのだけれども、ぜひアドバイスが欲しいなんていうと

きに、どこがやるのかなと思いました。同じことなので、これぐらいにします。 

○笹野教育局長 今、職務代理者のご指摘いただいたことについては、総合学習センター所

長、それから学校教育部長が申し上げましたように、趣旨としては教育センターが基本と

なって担うと理解をして、この規則案を作成したものでございます。そういった趣旨につ

いては徹底してまいりますので、この文案をもってその趣旨が含まれているとご理解をい

ただきたいと思います。 

  以上です。 

◎永井（廣）委員 ちょっとわからないので、具体的に教えてほしいのですが、支援級の授

業への指導は、どちらで行うのでしょうか。 

○齋藤総合学習センター所長 授業改善等につきましては、教育センターの方に特別支援教

育担当を置く予定でございますので、そこが窓口となって対応させていただきたいと考え

ております。 

  ただ、授業の指導力の部分とは別に、お子さんの状況に応じた、例えば、どんな支援を
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というところであれば、就学相談の方も絡んでまいりますので、今度新しくできます青少

年相談センター就学相談班の指導主事等々と連携し、横のつながりを大切に取り組んでま

いりたいと考えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 確認ですが、保護者等が相談をしたいという窓口は、まずは学校なのではな

いですか。校長であるとか。その辺の考え方にお答えください。 

○松田学校教育課長 今、お話のあった保護者が何か相談をしたいというときは、まずは担

任であり、学校にいるコーディネーターであり、校長、副校長であると思っております。

そこから、教育委員会の中につなげていく場合もありますし、必ず横の連携で適切な担当

者につなげてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 どうですか、今の答弁でご理解いただけたでしょうか。 

◎永井（廣）委員 担任との関係に問題がある場合には、やっぱり校長先生に直接話をして

もらうというのが一番早い、きちんと対応されるということでしょうか。 

◎野村教育長 それが通常ルールですよね。 

◎永井（廣）委員 きちんと学校の方でまずは対応していただけるということでよろしいで

すか。 

◎野村教育長 まずは学校に申し出ていだくのが、最初だと思います。そこから広がりが出

てくるわけで、所管の専門につないだり、総合的にはいろんな相談に乗ることになると思

います。 

  学校の管理職が知らない中で、保護者の方から直接学校教育課や青少年相談センターに

行く場合もなくはないですが、学校の管理職が知らない中で、そういったやり取りが出る

というのは決して望ましいとは思いません。 

◎永井（廣）委員 史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館についてです。表の中の正規職員を

配置するというお話をされていましたが、今までいらっしゃった方はどうなるのかという

のがちょっと気になるのですが。 

○佐藤文化財保護課長 現在、３名の学習指導員がおりますが、そのまま続行となります。 

◎野村教育長 これは充実という意味で、正規の職員等を配置するということです。 

◎永井（廣）委員 わかりました。ありがとうございます。 

◎野村教育長 今回の議案とは直接関係ありませんけれども、教育委員会全体の組織としま
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すと、主たるものとしては、他には、淵野辺駅南口の複合施設の検討を行う、そういった

担当を生涯学習課の方に新たに配置をします。 

  それから、オリンピックの事前キャンプとこれを所掌するための担当参事等を配置をい

たします。 

◎永井（廣）委員 今の複合施設の件ですけれども、これは生涯学習課と他の課が一緒に進

めるという形でよろしいのですか。 

○長谷川生涯学習部長 淵野辺駅南口の再編にかかわります、公共施設の再整備、それから

街の活性化につきまして、今、基本計画を検討中でございます。教育委員会におきまして

は、このうち複合施設の検討や調整にかかわる部分を受け持ちます。現在、図書館におき

まして、この事務を担っているところですけれども、これにつきましては、想定されます

個々の施設の中で、その中心になるものが図書館であるということから、現在は主に担当

しているところでございます。しかしながら、場所が本庁と離れておりますので、連絡調

整の面で難があることや、勤務日や休みの日が一般の職員と異なりますので、そういった

点でもデメリットがございます。 

  そこで、大野北公民館という社会教育施設が含まれることとあわせ考えまして、この複

合施設の検討に関する事務につきましては、生涯学習部の筆頭課であります、生涯学習課

に専任職員を配置することといたしました。そこにおきましては、各対象施設を総合的に

複合施設として考えるに当たっての総合調整を行います。図書館を含めまして、個別の施

設のあり方についてはまず、それぞれが検討し、その上でそれを持ち合わせて、複合施設

としての全体像を調整していくと、そういうような形を考えております。図書館につきま

しては、今後、新しい図書館基本計画の策定等なども予定しておりますので、そういった

面でも専念をするような体制を敷きたいということでございます。 

  以上です。 

◎野村教育長 あわせて、都市計画課が所掌をしている事務と公園課が所掌している事務と

の関係を少し補足してください。 

○長谷川生涯学習部長 現在、都市計画課につきましては、この基本計画にかかわります、

全体的なフレーム、枠組みについてかかわると同時に都市計画的な部分について、今後、

淵野辺駅南口をどのように活性化していくか、そのための土地利用などの検討、また現在

では民間の知恵を仰いだ中で、どういった可能性があるかというところをこれまでも検討

してきております。 
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  それから、設置場所を今、鹿沼公園とすることについての案ということで、市民の皆さ

んにご提示しております。そういったことで、公園課がかかわっているところでございま

して、これについては、引き続き公園課の方で複合施設との関係性、あわせて鹿沼公園全

体のリニューアルにかかわる取組について所掌していく予定でございます。 

◎野村教育長 今のご説明でよろしいでしょうか。 

◎永井（廣）委員 市民から見たら、部署の違いというのはわからないことですので、みん

なが一緒になって進めていくという形でやっていただければと思います。 

◎野村教育長 まさに、そういった趣旨を目的とした今回の組織の設置であります。 

今回、総合学習センターの組織を改編するのは１０年ぶりです。組織の見直しというの

は、本来は時代とともに弾力的に常にやる必要があると思っています。今後とも皆様お気

づきの点があれば、お考えを出していただいて、こういった場で議論をすることも大事だ

と思っていますので、よろしくお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎野村教育長 それでは、他に質疑、ご意見等がございませんので、これより採決を行いま

す。 

  議案第２０号、相模原市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改正する規則

についてを原案どおり決するに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎野村教育長 ご異議ございませんので、議案第２０号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□監査の結果報告について 

◎野村教育長 それでは、ここから報告案件に入ります。報告案件１、監査の結果報告につ

いてです。事務局より説明いたします。 

○笹野教育局長 それでは、平成３０年３月２日に実施をされました監査の結果について、

ここでご報告をさせていただきます。 

  右肩に、平成３０年３月１３日教育委員会臨時会資料とあります資料をご覧いただきた

いと存じます。 

  ３月５日付けで相模原市監査委員から教育長宛の監査の結果に関する通知をいただきま

した。この通知をもとにご説明をさせていただきます。裏面をご覧いただきたいと存じま
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す。 

  まず、監査の概要でございます。１の監査の種類でございますが、今回の監査は地方自

治法の規定に基づきます財務監査と行政監査並びに工事監査でございます。 

  ２の監査の実施日程でございますが、事務局による監査手続は昨年１０月５日から本年

３月１日まで。監査委員による監査は、平成３０年３月２日に実施をされました。 

  ３の監査対象でございますが、（２）のとおり、局として平成２９年度が対象年度でご

ざいます。 

  続きまして、監査結果についてご報告をさせていただきます。４ページをご覧いただき

たいと存じます。 

  はじめに、財務監査の結果についてございます。下段の４の監査の結果（１）指摘事項

でございますが、中学校給食調理業務委託に関して指摘がございました。 

  内容でございますが、一番下から３行目の後段の方にございますが、本業務委託では仕

様書におきまして、業務従事者に対して、健康診断を年１回、腸内細菌検査を毎月２回行

って、検査結果を書面により報告することを求めておりましたが、相手方から提出された

報告書等は、全業務従事者の検査結果等が把握ができるものになっておらず、業務の履行

に伴う衛生管理の状況について、教育委員会事務局における確認が不十分であるとの指摘

を受けたものでございます。 

  ５ページの下段をご覧いただきたいと存じます。 

  （２）注意事項でございますが、これは指摘事項とはなりませんでしたが、その他注意

すべき事項いたしまして、２点示されました。 

  まず、アでございますが、公民館における簡易印刷機の使用にかかります、実費負担金

の収入に関する事務について、算定誤りによる誤徴収等の事例が見られたことから、注意

を受けたものでございます。 

  ６ページをご覧いただきたいと存じます。 

  上段のイでございますが、市立学校におけます冷暖房設備賃貸借契約におきまして、契

約書の内容に不備があったこと、また相手方から提出された定期点検報告書について、決

裁処理がなされていなかったことから、事務処理方法や管理体制を見直すよう、注意を受

けたものでございます。 

  それから、５にございます意見などにつきましては、説明を省略させていただきますの

で、後ほどお目通しをいただければと存じます。 
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  続きまして、２８ページをご覧いただきたいと存じます。 

  行政監査の結果についてでございます。上段にあります１２の監査の結果については、

特段の問題は見られないということでございましたが、検討すべき事項として２点示され

ております。 

  まず、（１）利用承認に関する事務についてでございますが、相模川ビレッジ若あゆ及

びふじの体験の森やませみにおける利用承認事務において、申請書の提出が規則で定める

期間を過ぎている団体が見られるなど、改善、再発防止を要するものがございました。 

  ２９ページをご覧ください。 

  （２）委託料の支出に関する事務についてでございますが、相模川ビレッジ若あゆ及び

ふじの体験の森やませみにおける、指定管理業務や総合管理業務委託におきまして、仕様

書に定める清掃に関する報告書が、相手方から適切に提出されていないものが見られるな

ど、改善を要するものがございました。 

  ３５ページをご覧いただきたいと存じます。 

  工事監査の結果についてでございます。 

  ５の監査の結果（１）注意事項でございますが、２点ございました。 

  まず、アでございますが、市立小学校の屋内運動場吊り下げ式バスケットボールの修繕

に関して、２０校を対象とする修繕を６件の随意契約として、発注したことにつきまして

は、競争性、公平性、透明性の確保の観点から、発注に当たっては競争入札の可能性を十

分に検討するよう、注意を受けたものでございます。 

  次に、下段にありますイでございますが、小学校におけるバスケットゴール修繕や相模

原球場手洗所修繕におきまして、完成届に完成検査の合格に関する記載欄がないなど、当

該修繕の検査の詳細が不明確になっていたことから、検査合格日等の詳細を検査に関する

書類に明確に記載をするなど、適正に事務を執行するよう、注意を受けたものでございま

す。 

  監査の結果については以上でございますが、冒頭申し上げました今回の監査結果のうち、

特に学校給食につきましては、実は２年前の平成２７年度にこういった監査で衛生管理の

面での指摘がされておりまして、再び同じような指摘がなされたということにつきまして

は、当然のことですが、教育委員会事務局一同、大変重く受け止めております。 

  改めて教育局、教育委員会全職員に今回の事態の重大性を再度徹底をいたしまして、所

管課のみならず事務局全体として、チェック体制の再点検をいたしますが、何より事務局
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全体の各職員の意識を改めるよう、さらに緊張感をもって取り組めるように、その徹底の

仕方ももう一度工夫をして、全職員に徹底してまいりたいと考えております。 

  以上、監査の結果についてご報告とお詫びをさせていただきました。誠に申し訳ありま

せんでした。よろしくお願いいたします。 

◎野村教育長 ただいま、監査結果について報告をいたしました。ご意見、ご質問等があれ

ばお願いいたします。 

◎大山委員 ３５から３６ページにわたっての工事に関する監査の結果で、（２）教育局に

おけるその他の工事に関する事務の執行はおおむね良好だけれども、（１）注意事項で学

校施設課が発注した、４月から５月にかけての工事に関してご指摘されているようですが、

何に原因があったのでしょうか。 

○杉野学校施設課長 これは文部科学省からの指導等もございまして、体育館の吊り下げ式

のバスケットボールの耐震性がどうなのかということで、上で留め具をつけて安全を確保

するという、そういう修繕がございます。 

  内容的には各学校、ちょっとつけ方が違い、微妙にその位置だとかが当然ずれてくるの

ですが、工事内容についてはほぼそんなに差がないというところです。 

  なので、業者を連れて見に行き、見積もりを取るというやり方をさせていただいたので、

このような結果となりました。安全面から言えば、早急に少しでもできるところから早期

に発注をした結果、このような形になったというところもございます。 

  注意事項として出てきたわけでございますので、今後このような発注形態が予測できれ

ば、どのような形が最善だろうということを考えた上で、発注をしていきたいと監査でも

お答えをさせていただきました。今のご質問に対しても、そのようにお答えをさせていた

だきます。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 局長の方から衛生管理の問題、給食はとても大事な問題で早急な対応が必要

だというお話がありましたが、現実的な今後の取り組みということはどんなことが予定さ

れているのか、少し皆さんにわかるように、衛生管理についてご説明をお願いします。 

○荒井学校保健課長 今回の指摘について、誤りの原因としましては、２点ほどあると思い

ます。健康診断結果報告書に７人分の報告があったのですが、業務従事者の８０人と一致

していないというところです。これは労務安全法に義務付けられた正規職員のみを対象と

して、７人という数字が挙がっておりました。 
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  これにつきましては、学校給食という衛生管理を徹底する業務に携わるものとして、正

規職員だけではなく、パート職員も含めた従業員にも健康診断を徹底していきたいと思い

ます。 

  それから、２点目ですが、腸内細菌検査につきましては、逆に８０人より多いというご

指摘なのですが、この９６人の中に実は、学校給食以外の産業給食、会社への給食従事者

もこの報告書の中に入っていたということで、数の誤りでした。しっかり確認作業をして、

整合を取るようにしてまいります。 

  いずれにしても２回目の指摘ということでございますので、全ての仕様書を一斉点検し

たいと考えています。 

  以上です。 

◎野村教育長 委託業者とはもうすでにお話をされているのですか。 

○荒井学校保健課長 健康診断につきましては、調整をしまして、パート従業員も含めまし

て、３事業者の内１事業者は３月中に検査機関と調整をして実施をすると。残りの事業者

につきましては、遅くとも今年の８月、夏までには全員受診をさせるということで調整済

みです。 

◎野村教育長 補足はありますか。 

○渡邉教育環境部長 デリバリー給食は中学校のみではございますが、教育環境部といたし

ましては、給食という子どもたちの健康、安全にかかわるとても重要な事項について、事

務執行に不十分な部分があったということで、非常に重く受け止めて反省をしているとこ

ろでございます。業者との委託契約の中で様々な提出物を求めているところでございます

が、これについて速やかな提出を求めることとなっており、その提出の確認などのスケジ

ュール管理が不十分であった部分もございます。検診、検査等に関する提出物をいつまで

に提出をしていただくのか、そういったこともしっかりと確認をいたしまして、その実施

状況をしっかりと確認をしていく必要があり、調整も行っているところでございます。新

年度の契約内容において、そういった１つ１つの履行がされていることを確認し、委託業

者とも信頼関係を築きまして、児童、生徒の皆さんに安全で安心な給食が提供できる体制

をしっかり整えるよう進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 今の件を含めて、ほかにも何かあればお願いします。 

◎平岩委員 仕様書を徹底する、スケジュール管理をしっかりするということはもちろんだ
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と思いますが、数字を見るだけではなくて、ちょっと疑問に思うとか、そういったところ

を流さないということを心がけていくことが大事かなと感じます。 

◎野村教育長 職員が問題意識をしっかり持つということ、速やかにその対応を図るという

ことですね。 

◎永井（廣）委員 業者は、きちんとした衛生管理をやらなければいけないと思うのですが、

食材の費用の値上げとかもいろいろ厳しい中で、本当にきちんとしたことをできる状況に

あるのでしょうか。 

◎野村教育長 それは、適正な価格で業者との関係は保たれているのかということでしょう

か。 

○渡邉教育環境部長 そこにつきましては、委託契約の前のプロポーザル等で業者を選定し

ております中で、経営状況等もしっかり確認し、そこで提案をいただいた事業の計画につ

いて確認をした上で選考を行いまして、契約を結んでいる状況でございます。 

◎永井（廣）委員 例えば、喫食率が下がったからといって、そんなに苦しくなるわけでは

ないのですか。 

○渡邉教育環境部長 喫食率が今は４５％ということで設定した契約をしておりますが、４

０％から４５％の間で今は推移をしている状況でございまして、その中での運営は特に問

題なく行っていただけるものと捉えております。 

  以上でございます。 

◎野村教育長 企業ですから、極端に喫食率が下がれば人件費の問題などが苦しくなるのは

当然だと思いますが、今の状況であれば問題はないという、そういったお答えになります。 

◎永井（廣）委員 これはやりたいと言って、手を挙げてくれる業者は複数あるということ

なのでしょうか。 

◎野村教育長 プロポーザルに参加している業者の状況を少しお願いします。 

○荒井学校保健課長 プロポーザルコンペに７社参加いただき、その企業の収益状況、それ

からいろんな実績、企業ですので経営状況、それから実績等々を加味して、現在３調理事

業者に調理を委託しております。配送の遅れもなく、衛生管理も徹底してやっていただい

ておりますので、滞りなく業務を進めていただいているという状況でございます。 

◎野村教育長 他にはいかがでしょうか。 

  先ほど、申し上げましたけれども委員からもご指摘がありましたように、やはり問題意

識を高く持って、その解決を速やかに行うことを職員の中で共有するように、特に管理職、
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所属長は徹底をお願いしたいと思います。 

  では、次に参りたいと思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□専決処分の報告 

◎野村教育長 次に、報告案件２、専決処分の報告について、事務局より説明いたします。 

○佐藤文化財保護課長 報告案件２、専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

  本件は文化財保護課の埋蔵文化財調査業務中に発生いたしました、物損事故に係る損害

賠償の額の決定につきまして、地方自治法第１８０条第１項の規定より専決処分を行い、

３月市議会定例会において、報告を行うに当たりあらかじめ教育委員会に報告をするもの

でございます。 

  お手元の資料、専決処分書をご覧いただきたいと存じます。 

  事故の概要についてでございますが、平成２９年１１月２０日午前９時５５分頃、相模

原市中央区宮下本町３丁目２８番の工事現場敷地内におきまして、駐車していた本市軽貨

物車が前進をしようとした際、上り坂であったため後退し、後方に駐車していた被害者の

小型貨物車に接触し、破損させたものでございます。 

  本市の責任割合は１００％。損害賠償額につきましては、９万３，６１３円でございま

す。 

  今後はこのような事故を起こさないよう再発防止に向け、より一層の安全な運転操作を

励行し、業務を進めてまいりたいと存じます。 

  以上で、報告を終わらせていただきます。 

◎野村教育長 説明が終わりました。ご質問等あれば、お願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎野村教育長 それでは、ここで休憩をいたします。なお、再開後の審議につきましては、

公開しない会議といたしますので、関係する職員以外の方は、ご退出をお願いします。 

  再開時間は午後８時３５分といたします。 

（休憩・２０：２４～２０：３５） 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□公文書非公開（不存在）決定処分に係る審査請求に対する裁決について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立小学校及び中学校教職員の人事について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市教育委員会職員の人事について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎野村教育長 以上で、本日の日程は、すべて終了いたしました。これをもちまして、臨時

会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   □閉   会 

午後９時２５分 閉会 

 

 

 


